
(57)【要約】

【課題】　所定の厚みを維持しつつ、幅広い音域で吸音

性能を発揮することができる床暖房用マットを提供する

こと。

【解決手段】　放熱体１を設け、放熱体１を保持して下

方への熱の放散を防止する断熱保持層２を設け、床面Ｆ

上に配設する床暖房用マットであって、

　前記断熱保持層２の下方に、前記床面Ｆの上方から作

用する音を吸収する第一防音層３と、前記第一防音層３

で吸収する音とは異なる音域の音を吸収する第二防音層

４とを設けてある。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 放 熱 体 を 設 け 、 放 熱 体 を 保 持 し て 下 方 へ の 熱 の 放 散 を 防 止 す る 断 熱 保 持 層 を 設 け 、 床 面
上 に 配 設 す る 床 暖 房 用 マ ッ ト で あ っ て 、
　 前 記 断 熱 保 持 層 の 下 方 に 、 前 記 床 面 の 上 方 か ら 作 用 す る 音 を 吸 収 す る 第 一 防 音 層 と 、 前
記 第 一 防 音 層 で 吸 収 す る 音 と は 異 な る 音 域 の 音 を 吸 収 す る 第 二 防 音 層 と を 設 け て あ る 床 暖
房 用 マ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 断 熱 保 持 層 よ り も 前 記 第 一 防 音 層 を 軟 質 に 形 成 し 、 前 記 第 一 防 音 層 よ り も 第 二 防 音
層 を 軟 質 に 形 成 し て あ る 請 求 項 １ 記 載 の 床 暖 房 用 マ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 防 音 層 が 不 織 布 か ら 形 成 さ れ 、 前 記 第 二 防 音 層 が 軟 質 発 泡 樹 脂 体 か ら 形 成 さ れ
て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 床 暖 房 用 マ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 放 熱 体 が 、 内 部 に 温 水 を 流 通 さ せ る た め の 温 水 配 管 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 床 暖 房 用 マ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 放 熱 体 を 設 け 、 放 熱 体 を 保 持 し て 下 方 へ の 熱 の 放 散 を 防 止 す る 断 熱 保 持 層 を
設 け 、 床 面 上 に 配 設 す る 床 暖 房 用 マ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 床 暖 房 用 マ ッ ト は 、 ウ レ タ ン フ ォ ー ム 等 か ら な る 断 熱 保 持 層 に 、 溝 部 を 設 け
る な ど し て 温 水 配 管 等 の 放 熱 体 を 保 持 さ せ て 、 一 体 に し た 状 態 で 床 面 上 に 配 設 さ れ る も の
で あ る 。 こ こ で 、 前 記 断 熱 保 持 層 は 、 通 常 、 床 面 に 直 接 載 置 あ る い は 接 着 さ れ 、 前 記 断 熱
保 持 層 自 体 が 、 前 記 床 面 の 上 方 か ら 作 用 す る 音 を 吸 収 す る と と も に 、 前 記 放 熱 体 か ら 下 方
の 床 面 へ の 放 熱 を 抑 制 す る 役 割 を 期 待 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 床 暖 房 用 マ ッ ト の 下 面 に 防 音 層 を 設 け 、 更 に 防 音 効 果 を 高 め る こ と が
考 え ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ７ ８ ３ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 述 の 床 暖 房 用 マ ッ ト に お け る 断 熱 保 持 層 は 、 十 分 な 防 音 性 を 発 揮 し な い 上 に
、 さ ら に 防 音 層 を 設 け た と し て も 、 前 記 防 音 層 の 吸 音 性 能 に は 固 有 の 特 性 が あ り 、 幅 広 い
音 域 で 十 分 な 吸 音 性 能 を 期 待 す る の は 困 難 で あ る と い う 実 情 が あ っ た 。 そ の た め 、 単 一 の
防 音 層 に よ っ て 幅 広 い 音 域 の 音 を 十 分 に 吸 収 す る に は 、 前 記 防 音 層 を 肉 厚 の も の と せ ざ る
を 得 ず 、 床 暖 房 用 マ ッ ト と し て 製 品 化 す る 上 で 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 実 状 に 鑑 み 、 所 定 の 厚 み を 維 持 し つ つ 、 幅 広 い 音 域 で 吸 音 性 能
を 発 揮 す る こ と が で き る 床 暖 房 用 マ ッ ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 特 徴 構 成 は 、 放 熱 体 を 設 け 、 放 熱 体 を 保 持 し て 下 方 へ の 熱 の 放 散 を 防 止 す る 断
熱 保 持 層 を 設 け 、 床 面 上 に 配 設 す る 床 暖 房 用 マ ッ ト で あ っ て 、
　 前 記 断 熱 保 持 層 の 下 方 に 、 前 記 床 面 の 上 方 か ら 作 用 す る 音 を 吸 収 す る 第 一 防 音 層 と 、 前
記 第 一 防 音 層 で 吸 収 す る 音 と は 異 な る 音 域 の 音 を 吸 収 す る 第 二 防 音 層 と を 設 け て あ る 点 に
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あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 つ ま り 、 前 記 断 熱 保 持 層 の 下 方 に 第 一 防 音 層 を 設 け る か ら 、 前 記 床 面 の 上 方 か ら 作 用 す
る 音 を 吸 収 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 そ の 下 方 に 第 二 防 音 層 を 設 け る か ら 、 前 記 第 一 防 音
層 で 吸 収 す る 音 域 と は 異 な る 音 域 の 音 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 異 な る 音 域
の 音 を そ れ ぞ れ 吸 収 す る 第 一 、 第 二 防 音 層 を 別 々 に 設 け て あ る か ら 、 良 好 な 防 音 性 を 確 保
す る こ と が で き 、 前 記 断 熱 保 持 層 に は 、 主 に 断 熱 性 を も た せ れ ば 足 り 、 放 熱 体 を 保 持 す る
保 持 能 力 を 重 視 し た 比 較 的 硬 質 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 一 防 音 層 と し て は 、 た と え ば 、 高 音 域 の 防 音 性 を 優 先 し て 適 し た 材 質 の も の を
選 ぶ と す る と 、 逆 に 、 第 二 防 音 層 と し て は 、 上 記 第 一 防 音 層 で 吸 収 さ れ る 高 音 域 の 内 外 に
お い て 相 対 的 に 低 音 域 の 防 音 性 を 優 先 し て 適 し た 材 質 の も の を 選 ぶ な ど 、 互 い に 得 意 と す
る 吸 音 特 性 の 領 域 が 異 な る よ う に 材 料 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 即 ち 、 た と え ば 、 前 記 断 熱 保 持 層 に 、 比 較 的 硬 質 で 断 熱 性 に 特 に 優 れ た も の を 選 択 し 、
前 記 第 一 防 音 層 に 高 音 吸 収 特 性 に 特 に 優 れ た も の を 選 択 し 、 前 記 第 二 防 音 層 に 第 一 防 音 層
に 比 し て 相 対 的 に 低 音 吸 収 特 性 に 優 れ た も の を 選 択 し て 用 い た と す る と 、 前 記 断 熱 保 持 層
に よ る 断 熱 性 、 放 熱 体 保 持 性 を 生 か し つ つ 、 前 記 第 一 防 音 層 で 効 率 よ く 高 音 域 の 音 を 吸 収
し 、 第 二 防 音 層 で 低 音 域 の 音 を 効 率 よ く 吸 収 す る た め 、 幅 広 い 音 域 全 体 に 対 し て 、 小 さ な
厚 み の 範 囲 内 で 、 良 好 な 防 音 性 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 尚 、 前 記 第 一 防 音 層 と 、 第 二 防 音 層 と は 、 い ず れ も 前 記 断 熱 保 持 層 の 下 方 に 設 け て あ れ
ば 良 い 。 ま た 、 前 記 第 一 防 音 層 と 、 第 二 防 音 層 と は 、 吸 収 す る 音 域 は 、 互 い に 異 な る も の
と し て あ れ ば よ い の で 、 互 い に 異 な る 材 質 の も の と し て あ れ ば よ い 。 吸 収 す る 音 域 が 明 確
に 特 定 で き な い よ う な 場 合 、 主 に 吸 収 す る 音 域 の 中 心 波 長 や 波 形 が 異 な れ ば 、 異 な る 音 域
の 音 を 吸 収 し て い る も の と 考 え る も の と す る 。 ま た 、 互 い に 異 な る 音 域 は 互 い に 重 な り 合
う 部 分 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 断 熱 保 持 層 よ り も 前 記 第 一 防 音 層 を 軟 質 に 形 成 し 、 前 記
第 一 防 音 層 よ り も 第 二 防 音 層 を 軟 質 に 形 成 し て あ る こ と が 好 ま し い 。
　 つ ま り 、 第 一 防 音 層 と 、 第 二 防 音 層 と が 異 な る 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る と 、 そ れ ぞ れ に
異 な る 音 域 で 優 れ た 吸 音 特 性 を 発 揮 さ せ ら れ る 。 ま た 、 異 な る 材 料 の 組 み 合 わ せ に よ り 、
全 体 と し て 、 そ れ ぞ れ の 防 音 層 の 吸 音 特 性 と は 、 さ ら に 異 な る 吸 音 特 性 を 発 揮 さ せ ら れ 、
特 に 、 吸 音 性 能 の 周 波 数 依 存 性 を 低 減 さ せ る の に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 述 の 構 成 に お い て 、 特 に 、 前 記 第 一 防 音 層 が 不 織 布 か ら 形 成 さ れ 、 前 記 第 二 防
音 層 が 軟 質 発 泡 樹 脂 体 か ら 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 形 成 し て お く と 、
断 熱 保 持 層 の 放 熱 体 保 持 能 力 、 前 記 第 一 防 音 層 の 高 音 域 防 音 性 、 第 二 防 音 層 の 低 音 ～ 中 高
音 域 防 音 性 を 機 能 分 担 さ せ や す い 。 こ の よ う な 機 能 分 担 に よ り 、 前 記 床 暖 房 用 マ ッ ト 全 体
と し て の 幅 広 い 音 域 で の 防 音 性 を 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 放 熱 体 と し て 、 内 部 に 温 水 を 流 通 さ せ る た め の 温 水 配 管 を 用 い る
場 合 に 、 特 に 好 適 で あ る 。
　 温 水 配 管 を 保 持 す る た め に は 、 温 水 配 管 が 比 較 的 硬 質 で 柔 軟 性 が 低 い の で 、 比 較 的 硬 質
な 断 熱 保 持 層 を 採 用 せ ざ る を 得 な い 実 情 が あ る 。 す る と 、 従 来 の 技 術 同 様 、 防 音 効 果 の 低
い 床 暖 房 用 マ ッ ト と な っ て し ま う 。 こ れ に 対 し て 、 上 述 の 構 成 を 採 用 す る と 、 比 較 的 硬 質
の 温 水 配 管 を 用 い た と し て も 、 高 い 防 音 性 を 発 揮 す る こ と が で き 、 た と え ば 、 放 熱 体 と し
て 電 熱 線 を 用 い た 場 合 等 に 比 べ て 、 顕 著 な 防 音 性 能 の 向 上 が 見 込 め る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 床 暖 房 用 マ ッ ト は 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 た と え ば 、 温 水 配 管 １ か ら な る 放
熱 体 を 設 け 、 前 記 温 水 配 管 １ を 下 方 で 保 持 す る 断 熱 保 持 層 ２ を 設 け る と と も に 、 前 記 断 熱
保 持 層 ２ の 下 方 に 、 前 記 床 面 Ｆ の 上 方 か ら 作 用 す る 音 を 吸 収 す る 第 一 防 音 層 ３ を 設 け 、 前
記 第 一 防 音 層 ３ の 下 方 に 、 前 記 床 面 Ｆ の 上 方 か ら 作 用 す る 振 動 を 吸 収 す る 第 二 防 音 層 ４ を
設 け て あ る 。 ま た 、 前 記 温 水 配 管 １ の 上 方 側 に は 前 記 断 熱 保 持 層 ２ の 全 面 に わ た っ て 床 仕
上 材 ５ を 敷 設 し て 床 暖 房 設 備 と し て あ る 。 こ れ ら 、 床 仕 上 材 ５ 、 放 熱 体 、 断 熱 保 持 層 ２ 、
第 一 防 音 層 ３ 、 第 二 防 音 層 ４ は 、 全 体 と し て 一 体 化 さ れ た 状 態 で 床 面 Ｆ に 敷 設 可 能 に 構 成
さ れ 、 た と え ば 、 前 記 温 水 配 管 １ に 温 水 を 供 給 す る 熱 源 機 Ｂ を 連 設 さ れ た 状 態 で 用 い ら れ
る 。 前 記 熱 源 機 Ｂ は 、 ガ ス 、 石 油 等 を 燃 焼 さ せ て 熱 を 得 る も の の ほ か 、 電 熱 を 得 る も の 、
ヒ ー ト ポ ン プ 、 等 が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
〈 断 熱 保 持 層 〉
　 前 記 断 熱 保 持 層 ２ は 、 た と え ば 、 硬 質 の ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム か ら 形 成 さ れ る 厚 さ ７ ｍ
ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 板 状 体 か ら 構 成 し て あ る 。 前 記 板 状 体 は 、 目 付 ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｇ ／
ｍ ２ の 独 立 発 泡 性 の 多 孔 質 体 で 、 硬 質 と す る こ と に よ り 圧 縮 強 度 を 高 め つ つ 、 多 数 の 気 泡
に よ り 断 熱 性 の 向 上 を 図 っ て い る 。 前 記 板 状 体 の 表 面 に は 、 温 水 配 管 １ を 嵌 入 さ せ る 溝 部
２ １ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 板 状 体 の 表 面 に 刻 設 す る 溝 部 ２ １ は 、 板 状 体 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 刻 設 し 、 長 さ 方 向
の 端 部 で Ｕ タ ー ン さ せ 、 温 水 配 管 １ を 連 続 さ せ て 埋 設 可 能 と し た 構 造 が 好 適 で あ る （ 図 ３
参 照 ） 。
　 ま た 、 前 記 板 状 体 に は 平 面 視 格 子 状 の 切 込 部 ２ ２ を 前 記 板 状 体 厚 み 方 向 に 多 数 設 け 、 前
記 温 水 配 管 １ か ら 平 面 方 向 に 分 散 さ れ る 熱 を 断 熱 し つ つ 、 効 率 よ く 上 方 に 伝 達 さ せ ら れ る
よ う に 構 成 し て あ る 。 尚 、 前 記 切 込 部 ２ ２ は 、 格 子 状 の も の に 限 ら ず 、 一 方 向 に 並 設 さ れ
る 縞 状 に 設 け て あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 溝 部 ２ １ の 開 口 幅 は 、 温 水 配 管 １ の 外 径 と 同 じ 寸 法 、 ま た は こ れ よ り 僅 か に 大 き く す る
の が 好 ま し い 。 溝 部 ２ １ の 深 さ は 、 温 水 配 管 １ の 外 径 と 同 じ 寸 法 か 、 や や 浅 く 形 成 す る の
が 好 ま し い 。 溝 部 ２ １ の 深 さ が 温 水 配 管 １ の 外 径 よ り 大 き い と 、 溝 部 ２ １ に 温 水 配 管 １ を
埋 設 し た 際 に 、 温 水 配 管 １ の 上 側 に 隙 間 が で き 、 温 水 の 熱 を 効 果 的 に 床 仕 上 材 ５ に 伝 熱 す
る こ と が で き ず 、 床 暖 房 用 マ ッ ト の 伝 熱 効 率 が 低 下 し て 好 ま し く な い 。 ま た 、 前 記 溝 部 ２
１ の 深 さ が 、 前 記 温 水 配 管 １ の 高 さ よ り も 浅 く 、 前 記 断 熱 保 持 層 上 方 側 に 床 仕 上 材 ５ を 密
接 配 置 し た と き に 、 前 記 放 熱 体 を 前 記 床 仕 上 材 ５ に よ り 前 記 溝 部 ２ １ 内 に 圧 縮 状 態 で 保 持
さ せ ら れ る よ う に 形 成 し て お く と 、 前 記 床 仕 上 材 ５ と 、 前 記 温 水 配 管 １ と の 密 着 性 が 高 め
ら れ る 。 ま た 、 前 記 温 水 配 管 １ が 圧 縮 さ れ て 撓 み 変 形 さ せ ら れ る よ う な 樹 脂 管 で あ る よ う
な 場 合 に は 、 前 記 温 水 配 管 １ と 前 記 床 仕 上 材 ５ と の 接 触 面 積 が 増 加 す る こ と か ら 、 前 記 温
水 配 管 １ か ら 前 記 床 仕 上 材 ５ へ の 熱 伝 導 性 が 向 上 す る （ 図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ２ ， ４ に 示 す よ う に 、 前 記 溝 部 ２ １ の 内 側 に は 、 前 記 温 水 配 管 １ の 下 方 で 前 記
温 水 配 管 １ と 前 記 断 熱 保 持 層 ２ と の 間 に 空 間 を 形 成 す る 凹 部 ２ ３ を 、 前 記 溝 部 ２ １ の 長 手
方 向 に 沿 っ て 設 け て あ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 温 水 配 管 １ か ら の 熱 は 前 記 凹 部 ２ ３ 内 の 空 気
層 ２ ３ ａ に よ り 断 熱 さ れ 、 下 方 に 伝 達 さ れ に く く な る 。 尚 、 前 記 凹 部 ２ ３ は 、 前 記 溝 部 ２
１ の 全 長 に わ た っ て 設 け て も 良 く （ 図 ４ 参 照 ） 、 前 記 溝 部 ２ １ の 長 手 方 向 に 沿 う 形 状 で 、
前 記 溝 部 ２ １ の 長 さ よ り も 短 尺 の 長 凹 部 ２ ３ に 形 成 し て あ っ て も 良 い （ 図 ６ 参 照 ） 。 尚 、
前 者 の 場 合 、 凹 部 ２ ３ 内 に 連 続 し た 空 気 層 ２ ３ ａ を 形 成 す る こ と が で き る の で 、 高 い 断 熱
性 を 発 揮 さ せ ら れ る 利 点 が あ り 、 後 者 の 場 合 に は 、 前 記 溝 部 ２ １ 内 の 前 記 長 凹 部 ２ ３ の 形
成 さ れ て い な い 部 分 を 、 温 水 配 管 １ に 密 嵌 保 持 さ せ る 等 し て 、 前 記 温 水 配 管 １ の 安 定 保 持
の た め に 役 立 て ら れ る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 尚 、 前 記 断 熱 保 持 層 ２ を 成 型 す る 際 に 、 前 記 床 仕 上 材 ５ 、 温 水 配 管 １ 、 第 二 防 音 層 ４ を
除 く 他 の 部 分 が 、 全 体 と し て 一 体 に 成 型 さ れ る 。 詳 述 す れ ば 、 前 記 断 熱 保 持 層 ２ 以 外 で 、
前 記 断 熱 保 持 層 ２ と 一 体 形 成 す べ き 部 分 の 予 備 成 型 物 を 金 型 内 に 保 持 し 、 そ の 金 型 内 で 前
記 断 熱 保 持 層 ２ を 発 泡 成 形 す れ ば 、 全 体 が 一 体 に 接 着 し た 状 態 に 成 型 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 断 熱 保 持 層 ２ を 形 成 す る 硬 質 の 材 料 と し て は 、 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム の 他 、 ポ リ エ
チ レ ン 発 泡 体 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 発 泡 体 、 ポ リ ス チ レ ン 発 泡 体 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 発 泡 体 、 ポ
リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 発 泡 体 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 発 泡 体 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン オ キ サ イ ド 発
泡 体 、 ポ リ ス チ レ ン と ポ リ エ チ レ ン 混 合 物 の 発 泡 体 が 用 い ら れ る 。 中 で も 、 ポ リ ウ レ タ ン
発 泡 体 、 ポ リ ス チ レ ン 発 泡 体 な ど が 好 適 で あ る 。 こ れ ら は 、 発 泡 倍 率 が ３ ０ 倍 以 下 で 、 厚
さ が ５ ～ ５ ０ ｍ ｍ の 範 囲 内 で 選 ぶ と 、 保 形 性 が 高 く 、 防 音 性 、 ク ッ シ ョ ン 性 の 高 い も の が
好 ま し い 。
　 ま た 、 断 熱 保 持 層 ２ を 形 成 す る に は 、 不 織 布 を 用 い る こ と も で き る 。 不 織 布 を 用 い る 場
合 に は 、 ニ ー ド ル パ ン チ 法 、 サ ー マ ル ボ ン ド 法 、 ケ ミ カ ル ボ ン ド 法 、 等 に よ り 製 造 さ れ た
不 織 布 や 、 縮 絨 フ ェ ル ト 等 が 用 い ら れ る 。 こ れ ら の 不 織 布 は 、 十 分 な 厚 み の も の を 形 成 す
る 上 で 好 適 で あ る 。 前 記 断 熱 保 持 層 ２ は 、 後 で 詳 述 す る 前 記 第 一 防 音 層 ３ よ り 、 十 分 硬 質
で 、 形 状 保 持 性 に 優 れ 、 断 熱 性 の 高 い も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
〈 放 熱 体 〉
　 前 記 放 熱 体 に は 、 温 水 配 管 １ の 他 、 蒸 気 配 管 、 加 熱 オ イ ル 配 管 、 電 気 ヒ ー タ や ヒ ー ト パ
イ プ 等 が 利 用 可 能 で あ っ て 、 床 仕 上 材 ５ 側 に 熱 伝 導 可 能 な も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 温 水 配 管 １ は 、 た と え ば 、 外 径 ７ ． ２ ｍ ｍ の Ｐ Ｅ 樹 脂 管 か ら 形 成 さ れ 、 前 記 断 熱 保
持 層 ２ に 設 け ら れ る 溝 部 ２ １ に 嵌 入 保 持 す る 。 こ の 際 前 記 断 熱 保 持 層 ２ と 温 水 配 管 １ と の
間 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 等 か ら な る 伝 熱 シ ー ト １ １ を 介 装 し て お く 。 そ の 伝 熱 シ ー ト １ １
の 端 部 １ １ ａ は 、 前 記 溝 部 ２ １ の 外 側 に ま で 延 設 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 こ れ ら は 、 荷 重 を 受 け て 弾 性 変 形 す る 材 質 も し く は 形 状 と し て あ る こ と が 好 ま し
く 、 た と え ば 、 温 水 配 管 １ と し て は 、 架 橋 ポ リ エ チ レ ン 管 、 ポ リ ブ テ ン 管 、 銅 管 な ど が 用
い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 伝 熱 シ ー ト １ １ と し て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 の 他 、 金 属 蒸 着 シ ー ト 、 錫 箔 、 ス テ ン レ
ス ス チ ー ル 箔 、 銅 箔 な ど を 用 い る こ と が で き 、 前 記 温 水 配 管 １ 等 か ら の 熱 を 良 好 に 伝 導 さ
せ ら れ る も の で あ れ ば よ い 。 中 で も 、 製 造 の 難 易 、 コ ス ト な ど の 観 点 か ら ア ル ミ ニ ウ ム 箔
が 好 適 で あ る 。 金 属 箔 の 厚 さ は 、 薄 す ぎ る と 強 度 が 十 分 で な く 、 厚 す ぎ る と 製 品 が 重 く な
る ば か り で な く 、 コ ス ト が か さ む の で 、 １ ０ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 で 選 ぶ の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
〈 第 一 防 音 層 〉
　 前 記 第 一 防 音 層 ３ は 、 ニ ー ド ル パ ン チ 法 等 に よ り 製 造 さ れ る 不 織 布 を 、 厚 み ２ ～ １ ０ ｍ
ｍ 程 度 の マ ッ ト 状 に 形 成 し て あ る 。 こ の 第 一 防 音 層 ３ は 、 ２ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 程 度
の も の を 用 い る と 、 高 い 防 音 性 が 期 待 で き る 。 ま た 、 前 記 第 一 防 音 層 ３ は 前 記 断 熱 保 持 層
２ に 樹 脂 フ ィ ル ム ３ １ を 介 し て 積 層 さ れ る 。 前 記 樹 脂 フ ィ ル ム ３ １ は 、 前 記 断 熱 保 持 層 ２
の 成 型 時 に 、 前 記 第 一 防 音 層 ３ に 浸 入 し て 前 記 第 一 防 音 層 ３ を 硬 化 さ せ る の を 防 止 し つ つ
接 着 す る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 不 織 布 に 用 い ら れ る 繊 維 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ア ク リ ル 、 ナ
イ ロ ン 、 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 等 の 合 成 繊 維 、 羊 毛 、 木 綿 等 の 天 然 繊 維 、 レ ー ヨ ン 、 ア セ テ ー
ト 等 の 化 学 繊 維 、 あ る い は 、 こ れ ら 繊 維 を 相 互 に 混 綿 し た 繊 維 が 例 示 さ れ る 。 中 で も 、 一
般 に 繊 度 調 整 容 易 な ポ リ エ ス テ ル 繊 維 が 好 適 に 利 用 さ れ る 。 ま た 、 こ れ ら の 構 成 繊 維 と し
て 回 収 再 生 綿 を 用 い て も 良 い 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
〈 第 二 防 音 層 〉
　 前 記 第 二 防 音 層 ４ は 、 た と え ば 、 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン か ら な る 厚 さ １ ～ ５ ｍ ｍ 程 度 の シ ー
ト 状 に 形 成 し て あ る 。 前 記 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン は 、 た と え ば 、 密 度 １ ０ ～ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ３ の
連 続 気 泡 発 泡 体 で 、 高 い ク ッ シ ョ ン 性 を 発 揮 す る も の と し て あ る 。 樹 脂 フ ィ ル ム ４ １ に よ
り 前 記 第 一 防 音 層 ３ に 接 着 一 体 化 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 尚 、 第 二 防 音 層 ４ と し て 、 不 織 布 を 用 い る こ と も で き る 。 前 記 第 二 防 音 層 ４ に は 、 前 記
第 一 防 音 層 ３ よ り も 十 分 柔 軟 で 吸 収 音 域 の 異 な る も の を 用 い る こ と が 好 ま し い た め 、 こ の
場 合 、 目 付 １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 程 度 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 前 記 第 二 防 音 層 ４ の 下 面 に 、 一 方 面 に 樹 脂 層 ６ １ を 形 成 し て あ る 不 織 布 シ ー ト ６
を 設 け て お き 、 そ の 不 織 布 シ ー ト の 前 記 樹 脂 層 ６ １ 側 を 前 記 第 二 防 音 層 ４ に 接 着 し て お く
。
【 ０ ０ ３ １ 】
〈 床 仕 上 材 〉
　 前 記 断 熱 保 持 層 ２ の 上 方 側 に は 、 床 仕 上 材 ５ を 接 着 固 定 す る 。 こ の 際 、 前 記 床 仕 上 材 ５
と 前 記 断 熱 保 持 層 ２ と の 間 に 伝 熱 層 ５ １ お よ び 保 護 層 ５ ２ を 介 装 し て お く 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 伝 熱 層 ５ １ は 、 前 記 断 熱 保 持 層 ２ の 上 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 箔 等 か ら な る 伝 熱 フ ィ ル ム
を 、 敷 設 し て 形 成 し て あ り 、 前 記 伝 熱 シ ー ト １ １ 及 び 前 記 温 水 配 管 １ に 密 接 す る よ う に 配
置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 温 水 配 管 １ か ら の 熱 が 前 記 伝 熱 層 ５ １ に 伝 導 さ れ る と 、
前 記 床 暖 房 用 マ ッ ト の 平 面 方 向 に 効 率 よ く 広 が り 、 そ の 上 面 の 床 仕 上 材 ５ に 均 一 に 熱 を 伝
導 さ せ ら れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 保 護 層 ５ ２ は 、 Ｐ Ｅ Ｔ 等 の 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム か ら 形 成 し て あ り 、 前 記 伝 熱 層 ５ １ と
一 体 に 形 成 し て あ る 。 こ れ ら 伝 熱 層 ５ １ 及 び 保 護 層 ５ ２ は 、 前 記 断 熱 保 持 層 ２ の 上 面 側 を
覆 っ て 接 着 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 伝 熱 層 ５ １ が 、 衝 撃 等 に よ り 傷 つ い た り 、 前 記
床 仕 上 材 ５ の 施 工 、 張 り 替 え 等 の 際 に 破 れ た り す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前
記 伝 熱 シ ー ト １ １ の 端 部 は 、 前 記 伝 熱 層 ５ １ に 接 着 し て お き 、 前 記 伝 熱 シ ー ト １ １ で 捉 え
ら れ た 熱 が 効 率 よ く 伝 熱 層 ５ １ に 伝 達 さ れ る よ う に 形 成 し て お く 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 床 仕 上 材 ５ は 、 発 泡 合 成 樹 脂 製 の 断 熱 保 持 層 ２ の 表 面 や 放 熱 体 １ を 保 護 し 、 床 暖 房
用 マ ッ ト の 外 観 を 美 麗 化 す る 。 こ の 床 仕 上 材 ５ は 、 木 製 の 合 板 製 で 、 そ の 表 面 に 木 目 模 様
の 化 粧 単 板 な ど を 貼 着 し た も の が 好 ま し い 。 床 仕 上 材 ５ の 厚 さ は 、 薄 す ぎ る と 強 度 が 不 足
し て 破 損 し や す く な る し 、 逆 に 厚 す ぎ る と 、 放 熱 体 １ か ら の 熱 が 床 仕 上 材 ５ の 表 面 に 伝 熱
さ れ な く な る の で 、 好 ま し い 厚 さ は ５ ～ １ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
〈 施 工 形 態 等 〉
　 本 発 明 の 床 暖 房 用 マ ッ ト を 床 面 Ｆ に 施 工 す る 際 に は 、 床 面 Ｆ に 接 着 剤 を 塗 布 し て 、 前 記
不 織 布 シ ー ト ６ の 不 織 布 部 分 ６ ２ に 接 着 施 工 す る 。 す る と 、 施 工 時 に 用 い ら れ る 接 着 剤 は
、 前 記 樹 脂 層 ６ １ を 超 え て 第 二 防 音 層 ４ に 浸 入 し に く く な る か ら 、 前 記 接 着 剤 に 含 ま れ る
溶 剤 等 に よ り 、 前 記 第 二 防 音 層 ４ が 劣 化 す る な ど の 不 都 合 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 床 暖 房 用 マ ッ ト は 、 予 め 工 場 な ど で 作 成 し 、 折 り 畳 み ま た は 巻 回 し て 施 工 場 所 に 運
搬 し 、 折 り 畳 み を 解 放 し 、 ま た は 、 巻 き 戻 し て 設 置 し 、 上 側 面 に 床 仕 上 材 ５ を 配 置 し 、 接
着 や 釘 打 ち な ど に よ っ て 断 熱 保 持 層 ２ に 固 定 す る こ と に よ っ て 暖 房 可 能 な 床 暖 房 用 マ ッ ト
と す る こ と が で き る 。 床 暖 房 用 マ ッ ト は 、 コ ン ク リ ー ト 建 造 物 の 場 合 は ス ラ ブ 床 面 Ｆ の 上
、 ス ラ ブ 床 面 Ｆ の 上 に 敷 い た 下 地 合 板 の 上 、 木 造 家 屋 の 下 地 合 板 の 上 な ど 種 々 の 場 所 に お
い て 施 工 で き る 。 前 記 床 暖 房 用 マ ッ ト は 、 床 面 Ｆ に 施 工 し た 後 に 前 記 温 水 配 管 １ に 連 設 さ
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れ 、 温 水 を 流 通 さ せ る こ と に よ っ て 、 床 暖 房 用 器 具 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
〈 吸 音 特 性 〉
　 上 述 の 床 暖 房 用 マ ッ ト を 用 い て 床 仕 上 材 を 施 工 し た 場 合 （ 本 発 明 品 ） の 吸 音 特 性 と 、 前
記 仕 上 げ 材 の み の 場 合 （ 比 較 品 ） の 吸 音 特 性 と を 比 較 し た と こ ろ 、 図 ７ の よ う に な っ た 。
図 よ り 、 本 発 明 品 で は 、 透 過 音 圧 の 周 波 数 依 存 性 が 少 な く な り （ グ ラ フ が 平 坦 に な り ） 、
２ ０ ０ Ｈ ｚ ～ １ ５ ０ ０ Ｈ ｚ の 吸 音 特 性 の 向 上 が 見 ら れ 、 特 に ５ ０ ０ Ｈ ｚ で ５ ｄ ｂ 以 上 の 吸
音 特 性 向 上 し て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 放 熱 体 に 管 状 の も の の 他 、 シ ー ト 状 の も の を 用 い る こ と が
で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 所 定 の 厚 み を 維 持 し つ つ 、 幅 広 い 音 域 で 吸 音 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 床 暖 房 用 マ ッ
ト を 提 供 す る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 床 暖 房 用 マ ッ ト の 縦 断 側 面 図
【 図 ２ 】 床 暖 房 用 マ ッ ト の 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 床 暖 房 用 マ ッ ト の 使 用 形 態 で の 平 面 図
【 図 ４ 】 床 暖 房 用 マ ッ ト の 要 部 平 面 図
【 図 ５ 】 床 暖 房 用 マ ッ ト の 温 水 配 管 の 圧 縮 作 用 図
【 図 ６ 】 異 な る 凹 部 の 形 態 を 示 す 図
【 図 ７ 】 床 暖 房 用 マ ッ ト の 吸 音 特 性 を 示 す グ ラ フ
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１   放 熱 体
２   断 熱 保 持 層
Ｆ   床 面
３   第 一 防 音 層
４   第 二 防 音 層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(9) JP 2005-249301 A 2005.9.15



フロントページの続き

(72)発明者  加藤　真理子
            大阪府大阪市中央区平野町四丁目１番２号　大阪瓦斯株式会社内
(72)発明者  深木　隆行
            大阪府大阪市中央区平野町四丁目１番２号　大阪瓦斯株式会社内
(72)発明者  山口　尚二
            大阪府大阪市中央区平野町四丁目１番２号　大阪瓦斯株式会社内
(72)発明者  前田　守
            兵庫県伊丹市行基町１丁目５番地　株式会社フジコー内
(72)発明者  中村　英雄
            兵庫県伊丹市行基町１丁目５番地　株式会社フジコー内
(72)発明者  津田　章生
            兵庫県伊丹市行基町１丁目５番地　株式会社フジコー内
(72)発明者  永見　和広
            兵庫県伊丹市行基町１丁目５番地　株式会社フジコー内
(72)発明者  小島　弥代生
            兵庫県伊丹市行基町１丁目５番地　株式会社フジコー内
Ｆターム(参考) 2E220 AA03  AA04  AA19  AB09  AC03  BA01  CA07  CA10  DA02  DB05 
　　　　 　　        GA02Y GA07Y GA08Y GA24Y GA25X GA25Y GA28Y GB02Y GB05Y GB05Z
　　　　 　　        GB33Y GB33Z GB34Y GB35Y GB37Y GB42Y GB45X GB60Y
　　　　 　　  3L070 AA02  BD02  BD05  BD15 

(10) JP 2005-249301 A 2005.9.15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

